
第 16回小平市水泳協会理事会 

                                              

議  事  録 

2019 年 11 月 21 日 

 

 出席者  会長 〇金子 副会長 〇河野 理事長 〇渡辺 

     運営本部 〇清水 〇瀬戸口 〇若林 広報 〇土方 普及 〇堀川 競技 〇堀尾 

     体育協会代表委員 〇渡辺 都下水連 〇河野 

        

 

議      題 

 

A：報告事項 

 

1.小平市体育協会関係 

１) 11/13(木)代表委員会へ渡辺理事長が出席。 

・令和元年度賛助会費を納入。 

 ・令和 2 年度体育施設利用申請書を提出。 

２) 11/18(月)令和元年度新年賀詞交歓会出席届を提出。金子会長・渡辺理事長 

   

2.東京都水泳協会関係 なし 

 

3.都下水泳協会連合関係 

１)  11/14（木）第６回理事会 19:30 から 柴崎体育館 

 

    市町村総体 開催日、開催場所、いまだに未定 

    2/29（土）実技研修会のテーマ：平泳ぎとそのターン、後日要項配布 

    リザルトシステム講習会 2/15（土）開催、資料確認して下さい  

   

4.運営本部 

 財政企画・事務管理・広宣部門 

１)  ドロップボックスの活用 

   ①全員アクセス出来ているか？ 

   ※共有ファイルですので今後は添付ファイルでの送信は避けます。 

    いつまでたっても添付ファイルでは共有ファイルの意味がありません。 

    →各委員会報告参照 

 

２) 教室会費 11 月 27 日振替請求 522 件・1,225,000 円 （資料格納あり） 

３) 会計会議 11 月 14 日（木）19 時 30 分～体育館→電子データ送付及び回覧にて確認した。 

 

４) 協会キャラクタ募集の再 PR 依頼実施 11 月 12日（火）～ 

   →再 PR 後に４件応募あり。 

 

５)  New ホームページについて 

   →業者へ毎月のランニングコストを協会の来年度予算案に間に合うように提出依頼済。 

 

 ６） Mface 有料プラン（契約日：2018/11/21・契約タイプ：１年）ビジネスデビットで継続手続き完了 

 ７） ゆうちょ銀行 11 月分清算（資料格納あり） 

 ８） 成人シルバー在籍数 11 月 16 日（土）アプラスへ口座振替依頼書発送分含む 【 】は年度当初の在籍数 

    火曜午前：31＋1（休会）→【34＋1】 午後：27＋1（休会）→【27】 夜間：33＋1（休会）→【34】 

    水曜午前：21＋2（休会）→【22＋1】 午後：20→【20＋1】 夜間：15＋1（休会）→【15】 

    木曜午前：20→【22＋１】 木曜シルバー：30＋1→【26】 

    金曜午前；23→【25】 金曜シルバー：23→【17＋１】 金曜夜間：22＋1（休会）→【18＋1】 

    →太字は年度当初から在籍数を増やした教室。シルバーについては夏期のシルバー教室などが数字に表れて

いると考えている。今後の在籍変動を確認して１１月末時点での在籍数での来年度指導員体制の判断と来



年度予算見積もりの収入部分の数字とする。 

 

 ９） 本協会 元会長および元顧問 大谷 貫一 氏（満９４歳）が、11 月 19 日（火）午後後１時２４分にご逝去され

ました。 

 通夜 １１月２１日（木）午後６時から 

 告別式 １１月２２日（金）午前９時から午前１０時まで 

 場所 いずれも、ドリーミーホール田無 西東京市芝久保町５－１０－１２  ０４２（４５１）１５１１ 

 喪主 大谷 一夫 氏（ご長男） 

    会長歴 平成３年４月～平成８年３月  顧問歴 平成９年４月～平成２２年３月 

 

 市民まつり実行・会議管理部門 

１)  11/17（日）第 44 回小平～多摩湖歩け歩け会に参加 

午前 8 時 30 分、花小金井駅南口、小平駅南口、萩山駅北口の 3 地点に各役員 29 名集合 

水泳協会は萩山駅北口を担当、説明を聞きコース途中の監察を担当持ち場に移動し、12 時 30 分迄監察し終了 

した。約 200 名の参加があったようだ。参加者がもっとあっても良い。ＰＲ不足と思う。 

２)  11/24 日（日）14：00 から開催  

開催場所 中央公民館第 3 会議室 

３） 市民まつりの広報活動について 

   原稿及び写真を作製及び選定中。 

   →原稿はドロップボックスの広報委員会に専用フォルダーがあるので格納して下さい。 

 

5.広報委員会  

１) 広報委員会開催 2019 年 11 月 15 日㈮19 時より 体育館第三会議室 

          広報委員全員出席 清水運営本部長 

   ・水協クイズ No.4当選者抽選とクイズに寄せた会員さんのご意見の報告（別の資料参照）  

   ・New ホームページについてと今後の新しいニュースとのかかわりについて 説明 

   ・研修会 水協クイズ No.4 当選者ポスター作成  

とりまとめは岡部委員から清水運営本部長へポスターデータを送信 

２) ドロップボックス利用状況 

利用状況を確認しました。広報では HP 原稿・議事録・会計・水協クイズ関係など役割分担をしています。 

皆さん利用できています。 

利用のしかた斎藤さんが直接入力できない。 

3)  HP 更新 第 15 回理事会議事録 

        

6.普及委員会 

１) ドロップボックスアクセスについて 

   委員会内においてのアクセス権がある委員の確認を行った。 

委員長：堀川 副委員長：竹村 会計：萩野 

 

２）休会の取り扱いならびに、曜日移動について 

  清水運営本部長→収入面から考えると、長期休会は避けるべき考え→委員会内で承認 

  ジュニア水泳教室について、休会を廃止するかどうか？→廃止の方向でまとまった 

 【理由】 

・ケガによって休会の申し出があった場合、休会費が発生するのは翌々月であり、その間にケガが 

回復してしまうケースがほとんどであること 

・また、ケガ以外での休会の申し出がほとんどないこと 

曜日移動について→制度は残す方向でまとまった 

   条件として「移動先教室にジュニア会員が受け入れられる状況があり、かつ移動について合理的な 

   理由がある場合に限る。」とする。 

    →今後『曜日移動と休会の取り扱いについて』を、保護者へ案内することになった。 

 

３）再入会に際しての、申込書記載について 

金曜夜間 庶務の渡辺(あ)さんから、再入会手続きの簡略化についての要望があった。 

簡略化は行わない。 

    見解は、一度退会手続きを行っているので、再入会の場合も入会の手続きを行う。 

    また、住所や連絡先が変更になっている可能性もあるので、同意書と共に手続きを行うこととする。 



 

４）次年度の指導員・庶務員体制づくりのスケジュールについて 

   【ポイント】 

   ① ジュニア教室、成人教室、シルバー教室の教室会費をどうするか? 

   ② 指導員・庶務員の報償費についてどうするか？ 

   ③ 指導員・庶務員へのアンケート用紙の配布と募集期間をいつにするか？ 

   ④ ジュニア水泳教室を 2 連続体制で実施する場合の、新規庶務員募集をどうするか？ 

 

   【スケジュール】 

   2019 年 12 月上旬 → ジュニア水泳教室 2 連続指導体制結果(体育協会事前協議) 

   2019 年 12 月 05 日（木） 理事会 

         12 月 05 日（木） 以降で委員会開催 

   2019 年 12 月 10 日（月） 指導員・庶務員宛て希望調書を配布 

   2019 年 12 月 24 日（火） 希望調書締切 

   2020 年 01 月 08 日（水） 普及委員会開催 希望調書とりまとめ 

   2020 年 01 月 16 日（木） 理事会 とりまとめリリース 

    

     小平市体育協会には、11 月末日までに事前協議をしていただき、結論を出していただく方向で 

   金子会長から申し入れを行った。 

   この予定でいった場合、指導員・庶務員あて希望調書の原稿を、12 月 5 日の理事会でリリースを 

   行う。 

５）2020 年度プール使用日程案について、指定管理者体育協会との交渉について。（金子会長報告） 

  １１月１８日（月）午後３時３０分～５時 川野管理課長、島野事業課長、金田職員 

体育館からの要望 

① 今年度の事業より増やすことの無いようにすること 

② 利用時間は、区分内で利用すること。枠外を使用させることについて、市民に説明がつかない。 

③ 水曜１８時から１９時については、苦情が出ているので、空けること。 

④ 全教室を２レーンで実施すること。 

    要望に対する交渉内容 

     新年度についての新たな事業の水曜ジュニアⅡの後の仮称選手コースは、ジュニア全教室が１８時３０分

まで使用出来れば、取りやめる。（予定の１事業を取りやめ、ジュニア教室の運営を優先させた。） 

     ただし、ジュニアⅠの開始時間１６時１５分については５０分指導を確保したいので、認めてほしいと要

求に、枠外での利用については否定的であったが結論は出なかった。ジュニアⅡの終了時間が、全教室同一

時間帯となる。 

全教室を２レーンで実施することについては、１レーン１０名程度を安全基準としていることから、現時

点での２レーン使用は出来ない。今後、登録会員数が１９名以下の場合は検討する。 

なお、最後に指定管理２期目となる２０２０年度から、プールにおける新たな事業を計画したいとのことでし

たので、水協としても協力しますので申し出くださいと伝えた。   以上。 

 

 以下の意見要望あり 

  ①体育館側の全教室 2 レーン実施に対して、協会側の回答が 19 名以下であれば検討するでは交渉としては

一方通行である。交換条件を付けるなど交渉をして頂きたい。 

②体育館側がプールの利用者を増やしたいのか意図が見えない。協会として年間 200 万以上のプール使用

料を支払っている。2 コースにした場合は年間 60 万以上の減収となる。 

 プール利用者及び体育館利用者の報告書は指定管理者から資料開示され、その資料から 1 時間あたりの

１コースの利用者数も運営本部から開示している。 

 プール利用者の一部のクレームを真に受けて、目的が不明な要望である。目的を明確にして頂きたい。 

  ③学校での水泳指導が崩壊している。ジュニア教室の募集が増えている要因の一つである。 

   ジュニア教室枠を増やす事は検討して頂きたい。 

     

  ⇒次回交渉は 11 月 30日（土）頃である。都合がつく理事は参加して交渉にあたる。     

 

      

7.競技委員会 

１)2020 年市民水泳記録会時に使用の吸水マット、モップの体育館受け入れ、引き渡しの協力依頼 

 ・5/29(金)18 時搬入、6/1(月)18 時搬出で、どちらとも競技委員長の堀尾が立ち会うことの市民総合体育館共同 



事業体宛ての依頼文書作成。依頼文書はドロップボックスに格納。 

  ・2019 年 11/21 以降にこの文書で金子会長から体育協会に依頼して頂く。 

 ２）ドロップボックスのアクセス 

   アクセス権のある堀尾委員長、関口副委員長、安部会計委員の使用はできている。  

 

8.都育成事業特別委員会 なし 

9.市町村総体特別委員会 なし 

 

10.マスターズ特別委員会 

１） 11 月１８日（月）第１回マスターズミーティング・懇親会開催  ８名参加 

  議題 ①２０２０年登録について、②２０１９年活動報告について ③今後の予定について  

・ ２０２０年度正会員予定「藤原幸子」さん。移籍登録。→正会員承認協議事項へ。 

・ 正会員「鈴木聖香」さん。複数登録。 

    正会員・教室会員「中島礼子」、「松山景二」さん、新規登録 

・ 「野方覓」、「後藤瑤子」さん、２０１９年度で登録終了。現登録数 １９名（非活動者２名含む） 

 

11.その他報告事項 

１) 指導員評価アンケート集計結果 2019.11 をアップした。(ジュニア各教室・金シルバー) 

   →１２月に班替えがあるのでアンケート実施 

 

Ｂ：協議事項 

 

1.小平市体育協会関係 なし 

2.東京都水泳協会関係 なし 

3.都下水泳協会連合関係 なし 

 

4.運営本部 

 財政企画・事務管理・広宣部門 

１)  次年度の屋外プールでの PR について 

    ⇒屋外プールでの客層が屋内プールにマッチングしないので今後は屋内プールでの PR を強化する。 

 

 ２)  水曜夜間教室のジュニア会員退会に伴い、退会後も協会からのお知らせ希望の対応について 

   お知らせ：総会以外の協会からのお知らせ全て（水夢こだいら・記録会・市民水泳競技大会など） 

   期間：年度末に次年度も希望するかの確認を行う。 

   ⇒提案通り承認 

 

３) New ホームページの公開について 

  現在、来年度から公開で準備を進めている。来年度記録会時にはパソコンを用意して参加者が閲覧出来る環境

を構築していきたい。 

   ⇒提案通り承認 設置するパソコンについては不特定多数の方が利用する事を想定する。 

 

４) 11 月会計会議残残件 

    ①ビジネスデビットカードを各委員会等への導入について  必要の有無と有りの場合は管理者氏名 

    広報委員会⇒ 会計会議時点では△であったが 11/15 広報委員会にて×の回答あり 

市町村特別委員会 ⇒× 

②市町村総体 

    今年度の市町村総体後の反省会からシリコンキャップを揃えて欲しい要望があった。 

    予算化するのであれば、見積もり及び管理方法及び管理者を提示願います。 

    また、本人への競技役員依頼ではなく、家族も含め協力体制は構築して頂きたい。 

    ⇒人材確保の目的は理解出来るが時間はかかる。予算計上に対して小平市としてプール提供など面倒を見い 

ない。それなりの事をしないと選手も気持ちよく参加しない事は理解願いたい。シリコンキャップは最初 

からのオーダーではコストや業者選択のハードルが高いので既存品など考えたい。またマスターズでも 

利用が可能と考えている。 

 



   ③スポーツフェス 

    行政として東京 2020 を意識した行事への協会サポートはないのか？  

    ⇒現時点では文化スポーツ課から東京 2020 を意識した行事など提示がない。スポフェスの予算計上は行い。 

  

５) ビジネスデビット追加カードのパスワード設定 ⇒ 協会指定とする。 

 ６） キャラクター応募について   決定権者の応募 ⇒応募不可 

    実行委員会及び理事会が決定権者となっている。 

 ７） 外部講師等（普及担当）会計報告 ⇒資料回覧にて確認した。 

 ８） キャラクター等の打合せ会議 今後のスケジュール  

⇒以下のスケジュールで進めていくが業者からの工程などにより変動あり。 

 

    12 月 3 日（火）19 時 30 分～中央公民館 学習室 

    出席予定者：金子会長・河野副会長・内木場委員・高橋（幸）委員・清水本部長 

 

    今後のスケジュール（案） 

    12 月 3 日（火）⇒打合せ会議 

    12 月５日（木）19 日（木）⇒理事会でキャラクター決定 

     ※当選者への連絡及び贈呈品の準備（清水） 

     ※キャラクター決定後にラップ東京へキャラクター電子化依頼（清水） 

    １月上旬⇒ポロシャツデザイン決定 

     ※1 月理事会にて決済後、カトウスポーツへ発注依頼。決済は４月 1 日以降 

    ３月 21 日（土）全体会議及び４月 19 日（土）総会⇒ポロシャツ見本にてサイズ確認 

     ※３月上旬に発送する総会案内にポロシャツの有無やサイズ希望など掲載 

    ５月 31 日（日）⇒記録会にてポロシャツ配布 

     ※欠席者でポロシャツ希望者は郵送。競技役員としてお手伝い頂けない方は取りに来るよう連絡。 

 ９）正会員承認の件 ⇒承認は次回理事会とする。マスターズ登録のみ先行する。 

    藤原幸子 東村山本町居住 68 歳 

10） 今年度の指導員体制及び来年度の指導員庶務体制について 

   ①今年度の金曜夜間教室の在籍が 20 名以上となったが 3 名体制とするか。⇒現状通り 2 名で可能 

    ②協会としての取組である外部指導員の導入について、先日の面談で継続の意思や更に仲間を導入出来るか 

などの回答があれば教えて頂きたい。 

     ⇒確実の意思確認は頂いていない。 

⇒外部指導員導入で課題が残った。研修会などには参加する事は明確にする必要がある。 

      指導面については圧倒的な差がある。軸足をどこにおいているか基本的な考えの差がある。 

      指導に入って頂いている事で刺激や影響はある。 

    

 11） 2020 年度水中ウォーキングチラシ印刷について 

   年間を通して使用出来るのでラクスルへ発注を行いたい。⇒承認 

 12） 口座振替依頼書の入力作業管理について 

   口座振替チームにて入力する際に口座振替管理台帳にて貸出返却の管理を行いたい。⇒承認 

 

 市民まつり実行・会議管理部門 

１)  市民まつり会計報告⇒⇒資料回覧にて確認した。 

２)  11 月 14 日（木）会計会議で、4 月 2 日（木）理事会を 4 月 9 日（木）に変更提案有り⇒承認 

 

5.広報委員会  なし 

 

6.普及委員会 

１)  事故対応マニュアルについて検討  

⇒ 提案通り承認 引継ぎ会議で説明および配布を行う。 

２)  ジュニア水泳教室の休会の取り扱いならびに、曜日移動について 

     ⇒ジュニアの休会は来年度から廃止で承認。 

⇒ジュニアの曜日移動については現状通りの４月と 10 月の 2 回を継続する。 

 4 月移動は前年の 12 月まで、10 月移動は 6 月末までが移動受付期間である。 



 

Q→移動する合理的理由の判断は誰がするのか？ 

A→普及委員長が判断とする。 

 

7.競技委員会 なし  

 

8.都育成事業特別委員会 

１)  ジュニア初心者水泳教室 要項・予算書について 

２) 夏期集中ジュニア水泳選手コース 要項・予算書について 

３) シニア初心者水泳教室 要項・予算書について 

    ※1）2）3）全て日程のみ第 15 回理事会で承認。その他は継続審議 

     今回はジュニアの申し込み方法のみ協議を行った。 

⇒協会としてのジュニア募集の取組である Mface のみとする。 

 

9.市町村総体特別委員会 なし 

10.マスターズ特別委員会 

１) 2020 年度予算に、短水路大会プログラム購入。4 大会☓＠1000 円＝4000 円計上について 

   ⇒継続審議 

 

11.その他協議事項 

１)  理事会主催 忘年会日程  

  ⇒新年会まで日程を広げたが日程調整つかない為、中止。 

  

 ２）本協会 元会長および元顧問 大谷 貫一 氏のご逝去に伴う協会対応について 

   ⇒水協からの弔意については、弔慰規定の委任規定にて、「小平市水泳協会」名の生花をお供えする。 

消費税込みで一基１６５００円。 

 

    Q→規約の「会長の判断の委任」事項の歯止めの目安は必要である。 

    A→今回は正会員では無かったが会長経験者の為、対応した。今後の目安については次回理事会にて協議する。 

 

  

次回理事会 12 月 5 日（木）19 時 30 分～ 体育館第 3 会議室 

 

 


